
１．はじめに

我々は、新たに開発された高分子材料を使った誘

電アクチュエータを利用し、その特徴を活かした義

肢やリハビリテーション機器の研究開発に着手した。

その第一報として2011年10月に開催された第27回

日本義肢装具学会学術大会にて筋電義手ハンド開発

に関する進捗状況を報告した。

その際得られた意見や要望から考察すると、機構

面とデザイン面の改良がさらに必要であることが明

らかとなった。

そこで我々は、昨年製作した１次試作機から新た

に機構面とデザイン面を見直した２次試作機を製作

したので第二報として報告する。

２．高分子誘電アクチュエータ

高分子誘電アクチュエータとは、伸縮性のある薄

い電極（以下、伸縮性電極）の間に、柔らかく変形

しやすい高誘電性の薄い膜状のゴム（以下、エラス

トマー）をはさみ、伸縮性電極間に電圧をかけたと

きに電極間に働く静電気力でエラストマーを変形さ

せ、その変形をアクチュエータ力として利用するシ

ステムを指す。

３．改良のポイント

３．１　機構の改良

１次試作機の設計の目安は【補装具の種目、購入

または修理に要する費用の額の算定等に関する基

準】の完成用部品として登録されており、かつ現在

市販されている筋電義手ハンドとした。このため、

動力部の高分子誘電アクチュエータを機構部の右側

に配置した（図１）。

図１　１次試作機と高分子誘電アクチュエータ

その結果、動力部から機構部への力の伝達が同軸

上で行われず、片持ちによるスライド板のゆがみに

起因するスライド板と長穴との間の摩擦抵抗も発生

した。これにより、アクチュエータ力が手指部に伝

達するまでのロスが大きく、手指部が滑らかに駆動

しにくかった（図２）。

また、アクチュエータ力を手指部の開閉に変換す

る過程においてリンク機構を採用したため、誘電ア

クチュエータが本来発生するパワーの半分程度の把

持力となった。そこで２次試作機では、動力部から

機構部へのロスの少ない力の伝達方法を検討し、ア

クチュエータの配置と動力伝達機構の改良を行った。

まず誘電アクチュエータは、スライドする支柱を中

心に設置した板の上に、支柱を中心にした円周上へ

配置した。これにより、アクチュエータ力の合力の
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図２　１次試作機の動作（概念図）

Ｚ軸成分と支柱の動作方向が同一になり、摩擦抵抗

が軽減され、手指部の動きが滑らかになった（図３）。

また、動力伝達機構をリンク式からギヤ式に変更

した。これにより動力部と手指部の間の機構部にお

けるパワーロスが抑えられ、手指間の開閉距離が1

次試作機では25㎜の可動範囲だったものが２次試

作機においては55㎜の可動範囲に増加し、把持力

も約30％増加した。

図３　２次試作機の動作（概念図）

３．２　デザインの改良

我々は、前回のリハ工学カンファレンスや複数の

学会等でおこなったヒアリング調査の際に得た意見

を参考にデザインコンセプトを設定した。

ヒアリングでは、筋電義手に対してネガティブな

イメージがあるとの意見が複数あった。これはわが

国において筋電義手の普及が進んでおらず、主に見

栄えが良い装飾用義手が製作される割合が多いこと

に起因すると考えられた。

そこで我々は、筋電義手に対してポジティブなイ

メージを持ってもらえるようなデザインを目標とし

た。またそのターゲットをおしゃれなどに興味をも

つ「若い女性」とした。

まず、どのようなデザインや機能を持つ義手があ

るか調査し、それらを「 human  ⇔ machine 」、

「 cool ⇔ warm 」という観点でマッピングした

（図４）。

図４　デザインコンセプトのマッピング

このマッピングをベースに２次試作機のデザインの

方向性を設定し、製作した。ポイントは、細くしな

やかな女性の指をイメージさせる手指部の流れるよ

うなラインとネールアートのように付け替えが楽し

める手指部の装飾である（図５）。

図５　２次試作機

４．今　　後

今後も高分子誘電アクチュエータの高出力化を図

り、機能・デザインともに優れた筋電義手ハンドの

開発を進めていきたい。

なお、本プロジェクト（ナノテク・先端部材実用

化研究開発スライドリング・マテリアルを用いた先

機構部 機構部

スライド支柱の円周上にアクチュエータを配置
し、スライド支柱の動作方向とアクチュエータ
力の合力のＺ軸成分が一致。パワーロスが少な
くなった。

機構部

アクチュエータ 実際の方向理想の方向

機構部

スライド板が片持ちで、アクチュエータと動力
伝達支柱の長軸が一致せず、パワーロスが大き
かった。



端高分子部材の研究開発）は、NEDO（独立行政

法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の研究

助成金による支援事業の一環として実施されたもの

である。

〔第28回日本義肢装具学会学術大会

（2012年11月10日～11日、名古屋市）にて発表〕
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